
１．はじめに
平成 20年改訂の中学校学習指導要領における
技術・家庭，技術分野（以下，技術科）の学習内
容には，「材料と加工に関する技術」「エネルギー
変換に関する技術」「生物育成に関する技術」「情
報に関する技術」の４領域が示された。これらの
領域は，全ての生徒が学習する必修の領域として
明示され，選択の領域や学習項目は設けられなく
なった１）。
「生物育成に関する技術」では，「栽培又は飼育」
が学習内容として扱われており，従来の技術科に
おける「栽培」の領域を踏襲している。「栽培」
は，昭和 52年改訂の学習指導要領までは，男子
向き学習内容の必修領域として扱われていた２）。
しかし，平成元年改訂の学習指導要領では選択の
領域３），平成 10年改訂の学習指導要領では選択
的な学習項目のひとつとして取り扱われるように
なった４）。そのため，「栽培」に関しては，約20

年の期間を経て，再び必修の学習内容として位置

づけられることになる。
これまでの選択的な扱いの中で，「栽培」の履
修率に関する調査報告が行われている。土屋・梁
川による平成５年度の調査では，履修率の全国平
均が27%と示されている５）。また，谷保・魚住が
富山県内の国公立中学校に対して行った平成 14

年度の実態調査では，選択教科での取り扱いも含
めて13％の履修率であった６）。
これらのことから，「栽培」に関する学習内容
が必修領域として設定されたことに相反して，教
材や指導方法などの蓄積が少なく，技術科教員の
知識や技術が低下していることが危惧される。ま
た，研修や研究会などで題材や教材の情報交換を
行う場面や，指導や評価のあり方を検討する機会
は乏しかったのではないかと思われる。さらに，
長期間において「栽培」の学習が実施されていな
い中学校では，学習環境や設備などが整っていな
いことが予想される。これらのことを原因として，
技術科教員は，「生物育成に関する技術」の授業
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計画，実施，管理などに対する不安を抱いている
事例が報告されている７）。そのため，「栽培」の
学習指導に対する指針を整理しておくことは意義
があると思われる。
平成 20年改訂の学習指導要領において，技術
分野の内容構成は，〈３学年間の学習の見通しを
立てさせるガイダンス的な内容〉〈広く現代社会
で活用されている技術〉〈技術を評価し活用する
能力と態度〉及び〈技術を使用したものづくり〉
の４つに構造化された８）。このことは，製作・制
作・育成など，ものづくりの実践的・体験的活動
を充実させるために，現代社会で活用されている
各領域の「技術」を明確に意識・把握して学習指
導を行うことの必要性が強調されていると考えら
れる。
このことからも，「生物育成に関する技術」に
含まれる「栽培」の学習指導において，〈広く現
代社会で活用されている技術〉の構成を整理して
おくことは重要である。「栽培」に関する知識・
技術の枠組みを体系的に把握することにより，も
のづくりのプロセスで活用される知識・技術を意
識した学習指導が展開できるのではないかと思わ
れる。
「栽培」の学習に関しては，実施状況や問題点
を調査した研究や５）６），教員養成カリキュラム
を検討した先行研究がある９）。また，増尾・梁
川・清水は，栽培領域におけるCAI教材を開発す
るために，草花の栽培に関する方法や学習目標を
構造化している10）。さらに，増尾・梁川・福井は，
「栽培」の領域で野菜を育成する学習過程と環境
教育との関わりを構造的に示し，CAI教材の作成
を行っている 11）。しかし，「栽培」の知識や技術
に焦点をあてて，その内容を体系的に整理しよう
とする試みは見当たらないように思われる。
そこで本稿では，中学校技術科における必修領
域：「生物育成に関する技術」に含まれる「栽培」
の学習に関して，作物を育成する過程で利活用さ
れる知識・技術を整理・体系化することを試み
る。また，体系的に示された知識・技術を用いて，
「栽培」の学習指導に関する基礎的な検討を行う。

２．栽培の知識・技術の体系化
中学校学習指導要領における「生物育成に関す
る技術」の学習内容は，２内容３項目が示される

のみであり，他の領域と比較して少ない。従って，
栽培の学習内容については大綱的な指針を示すに
止まっているのではないかと思われる。そのため，
栽培の知識・技術を詳細化する資料として，日本
産業技術教育学会が作成した技術科教員養成の修
得基準を用いた。
日本産業技術教育学会のプロジェクトとして，

「技術科教員養成での修得基準の作成及びその基
準による検定制度と競争的教育環境の構築」が，
2005～ 2006年度の科学研究費補助金の助成を得
て行われている12）。このプロジェクトは，即戦力
と高度な指導力を持った技術科教員養成のための
システム構築を目的としており，その成果のひと
つとして，技術科教員養成の修得基準が作成され
た（付録）。
栽培に関しては，以下に示す６つの大枠から修
得基準が構成されている。
１．作物の種類と体のしくみ（３指導項目）
２．作物の生育と環境条件（10指導項目）
３．作物の健康管理と病害虫（７指導項目）
４．栽培技術の基本（19指導項目）
５．栽培の計画と実践（３指導項目）
６．栽培と環境保全（４指導項目）
この中に含まれる 46の指導項目を集約・再構
成することで，栽培の知識・技術を体系化するこ
とを試みた。この作業は技術科の教員養成に関わ
る大学教員２名で行い，協議に基づいて全体の構
成をまとめた。その結果，栽培の知識・技術は表
１に示す小分類が構成され，中分類，大分類へと
整理することができた。
【A栽培の基礎知識】の大分類は，『A-１作物の
知識』と『A-２栽培と環境や社会に関する知識』
の中分類から構成した。
このうち，『A-１作物の知識』には，［A-１-１作

物の繁殖］［A-１-２作物の成長］及び［A-１-３新
しい技術］の小分類を含めた。これらを構成する
指導項目は，種子繁殖と栄養繁殖，栄養成長と生
殖成長，光合成・蒸散，花芽の形成（分化），開
花と結実，短日植物・中性植物・長日植物，休眠，
バイオテクノロジー及び遺伝子組み換え作物など
である。
『A-２栽培と環境や社会に関する知識』には，
［A-２-１環境条件］［A-２-２土壌］［A-２-３環境と社
会］及び［A-２-４環境と栽培］の小項目を含めた。
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構成する指導項目は，栽培環境，土壌，土壌の酸
度，物質循環，循環型社会，環境保全型農業，栽
培地のもつ自然環境の保全機能である。
【B作物の管理技術】の大分類は『B-１作物の繁
殖を管理する技術』と『B-２作物の生長を管理す
る技術』の中項目，［B-１-１作物の繁殖管理］と
［B-２-１作物の生長管理］の小項目から構成した。
『B-１作物の繁殖を管理する技術』を構成する指
導項目には，たねまき，直まき，さし芽がある。
『B-２作物の生長を管理する技術』に関しては，
苗作り（育苗），間引き，切り戻し，鉢上げ・鉢
替え，移植・定植（植え付），適芽・摘芯，支柱

立てと誘引，整枝と剪定及び収穫がある。
【C栽培環境の管理技術】の大分類は，『C-１土
壌を管理・調整する技術』『C-２生物環境を整え
作物を保護する技術』及び『C-３気象環境を管
理・調整する技術』から構成した。
さらに，『C-１土壌を管理・調整する技術』は

［C-１-１整地］［C-１-２施肥］及び［C-１-３灌水］
の小項目が含まれる。構成する指導項目には，培
養土，土寄せと中耕，施肥，堆肥（化），水やり
（灌水）がある。
また『C-２生物環境を整え作物を保護する技術』
には，［C-２-１害虫防除］［C-２-２病害防除］及び
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表１　体系化した栽培の知識・技術 

【大分類】 『中分類』 ［小分類］ 指導項目 

栽培の 
知識・技術 

種子繁殖と栄養繁殖 
 
栄養成長と生殖成長 
光合成・蒸散 
花芽の形成（分化） 
開花と結実 
短日植物・中性植物・長日植物 
休眠 
 
バイオテクノロジー 
遺伝子組み換え作物 
 
栽培環境 
 
土壌 
土壌の酸度 
 
物質循環 
循環型社会 
 
環境保全型農業 
栽培地のもつ自然環境の保全機能 
 
たねまき 
直まき 
さし芽 
 
苗作り（育苗） 
間引き 
切り戻し 
鉢上げ・鉢替え 
移植・定植（植え付） 
適芽・摘芯 
支柱立てと誘引 
整枝と剪定 
収穫 
 
培養土 
土寄せと中耕 
 
施肥 
堆肥（化） 
 
水やり（灌水） 
 
害虫防除 
生物農薬と天敵 
 
病気 
 
雑草とその防除（除草） 
 
環境制御と施設栽培 
適温 
 
輪作 
品種 
栽培計画表 
栽培方法 
栽培ごよみ 
 
栽培技術 
栽培記録 

A-１-１作物の繁殖 
 
A-１-２作物の成長 
 
 
 
 
 
 
A-１-３新しい技術 
 
 
A-２-１環境条件 
 
A-２-２土壌 
 
 
A-２-３環境と社会 
 
 
A-２-４環境と栽培 
 
 
B-１-１作物の繁殖管理 
 
 
 
B-２-１作物の生長管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C-１-１整地 
 
 
C-１-２施肥 
 
 
C-１-３灌水 
 
C-２-１害虫防除 
 
 
C-２-２病害防除 
 
C-２-３雑草防除 
 
C-３-１環境制御 
 
 
D-１-１計画・方法 
 
 
 
 
 
D-２-１実践・記録 

A-１作物の知識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-２栽培と環境や 
社会に関する知識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B-１作物の繁殖を 
管理する技術 
 
 
B-２作物の生長を 
　管理する技術 
 
 
 
 
 
 
 
 
C-１土壌を管理・調整
する技術 
 
 
 
 
 
 
C-２生物環境を整え 
作物を保護する技術 
 
 
 
 
 
C-３気象環境を 
管理・調整する技術 
 
D-１栽培の計画 
 
 
 
 
 
D-２栽培の実践 

A栽培の基礎知識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B作物の管理技術 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C栽培環境の管理技術 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D栽培の計画と実践 



［C-２-３雑草防除］の小分類が含まれる。構成す
る指導項目には，害虫防除，生物農薬と天敵，病
気，雑草とその防除（除草），環境制御と施設栽
培，適温を含めた。
中分類の『C-３気象環境を管理・調整する技術』
には，小分類［C-３-１環境制御］を含め，対応す
る指導項目には，環境制御と施設栽培，適温など
がある。
【D栽培の計画と実践】の大項目は，『D-１栽培
の計画』と『D-２栽培の実践』の中項目，［D-１-

１計画・方法］と［D-２-１実践・記録］の小項目

から構成した。これらに該当する指導項目は，輪
作，品種，栽培計画表，栽培方法，栽培技術，栽
培記録，栽培ごよみを含めた。
以上のような体系の具体例として，学習題材の
一つであるダイズ・エダマメを取り上げ，関連す
る栽培の知識・技術を整理して表２に示した。こ
こに取り上げた内容は，技術科のみでなく学校教
育で栽培を行うための参考書としてまとめられた
「学校園の栽培便利帳」の「ダイズ・エダマメ」
の項を参考にしている 13）。さらに，「そだててあ
そぼうIダイズの絵本」から，不足している知
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表２　ダイズ・エダマメの栽培における知識・技術 

【A栽培の基礎知識】 
　『A-１作物の知識』　『A-２栽培と環境や社会に関する知識』 
 
【B作物の管理技術】 
　『B-１作物の繁殖を管理する知識』 
 
 
 
 
　『B-２作物の生長を管理する技術』 
 
 
 
 
 
 
 
 
【C栽培環境の管理技術】 
　『C-１土壌を管理・調整する技術』 
 
 
 
 
 
　『C-２生物環境を整え作物を保護する技術』 
 
 
　『C-３気象条件環境を管理・調整する技術』 
 
 
【D栽培の計画と実践】 
　『D-１栽培の計画』 
 
 
 
 
 
 
 
 
　『D-２栽培の実践』 
 
 

 
 
 
 
 
・気温15℃，地温10℃以上になったらたね（豆）をまく。 
・直まきでは，うねの間隔40cm，植えつけ間隔15cm，深さ１cmに豆を２～３粒づつまいて土をかける。 
・苗をつくる場合（移植栽培）には，土を入れた容器にばらまきし，１cm程度の土をかける。 
 
 
・直まきした場合には草丈が10cmで，葉が出たころ，１カ所あたり２本に間引く。 
・移植栽培の場合には，葉が２～３枚で，草丈が10cmくらいに成長した苗をとり，畑にうねの間隔40cm，深さ10cmの溝を掘り，15cm間隔に
２本ずつ植えつける。  
・株の成長が旺盛で伸びすぎの場合には，茎の先端を摘み取り，側芽の伸びを促す。 
・開花するまで２～３回株元に土を寄せる。これは根の発生を促し，株の倒れを防ぐ。 
・収穫は葉が落ち，さやが褐色になり，株をゆするとカラカラと音がするようになってから行う。 
・エダマメはダイズの実（豆）を若いうちに収穫し，枝を付けて売られるため，枝豆（エダマメ）と呼ばれる。 
 
 
 
・畑に苦土石灰，堆肥，化学肥料をまいて耕起，整地する。 
・根に根粒菌を付け，空気中のチッ素を利用できるため，チッ素肥料は少なくてよい。 
・（栽植密度は）うねの間隔40cm，植えつけ間隔15cmとする（再掲） 
・開花するまで２～３回株元に土を寄せる。（再掲） 
 
 
●芽がでるころタネを食べるタネバエ　●子葉を食べるハトやキジ　●実を食べるカメムシや，汁を吸うハスモンヨトウ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
・日当り，風通しの良い場所で栽培する。　・昼夜の温度較差の大きいことが望ましい。　・生育適温は25～30℃。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
・原産地はアジア。 
・昼夜の温度較差の大きいことが望ましい。（再掲）　・生育適温は25～30℃。（再掲）　・ダイズには多くの品種がある。 
・夏ダイズ型（主に北海道でつくられる），秋ダイズ型（本州や九州でつくられる），中間ダイズ型（両者の中間の性質）に分けられる。 
・根に根粒菌を付け，空気中のチッ素を利用できるため，チッ素肥料は少なくてよい。（再掲） 
・生育日数は早生種で90～100日，晩生種では110日以上である。・豆の色は普通，黄色であるが，黒色や緑色のものもある。 
・エダマメはダイズの実（豆）を若いうちに収穫し，枝を付けて売られるため，枝豆（エダマメ）と呼ばれる。（再掲）　　 
●ダイズは畑の牛肉だ 
 
 
・日当り，風通しの良い場所で栽培する。（再掲）・畑に苦土石灰，堆肥，化学肥料をまいて耕起，整地する。（再掲） 
・気温15℃，地温10℃以上になったらたね（豆）をまく。（再掲） 
・直まきでは，うねの間隔40cm，植えつけ間隔15cm，深さ１cmに豆を２～３粒づつまいて土をかける。（再掲） 
・苗をつくる場合（移植栽培）には，土を入れた容器にばらまきし，１cm程度の土をかける。（再掲） 
・直まきした場合には草丈が10cmで，葉が出たころ，１カ所あたり２本に間引く。（再掲） 
・移植栽培の場合には，葉が２～３枚で，草丈が10cmくらいに成長した苗をとり，畑にうねの間隔40cm，深さ10cmの溝を掘り，15cm間隔に
２本ずつ植えつける。（再掲） 
・株の成長が旺盛で伸びすぎの場合には，茎の先端を摘み取り，側芽の伸びを促す。（再掲） 
・開花するまで２～３回株元に土を寄せる。これは根の発生を促し，株の倒れを防ぐ。（再掲） 
・収穫は葉が落ち，さやが褐色になり，株をゆするとカラカラと音がするようになってから行う。（再掲） 
・エダマメはダイズの実（豆）を若いうちに収穫し，枝を付けて売られるため，枝豆（エダマメ）と呼ばれる。（再掲） 

・の項は文献13）を，●の項は文献14）を参照した。 



識・技術を補った14）。尚，個別の作物についての
記述であるため，【A栽培の基礎知識】に関する
事項は含まれていない。

３．知識・技術の体系に基づく学習指導過
程の検討

3.1 栽培の知識・技術の構造化

体系化した栽培の知識・技術における中分類の
項目を構造的に表すことにより，各知識・技術を
軸とした学習指導過程を検討することを試みる。
中分類に示した９項目を構造化すると，図１の
ように表すことができた。この際に，各大項目に
含まれる中項目は，相互に関連する関係，順序を
示す関係として位置づけた。
この図では，技術科の標榜する実践的・体験的
な学習活動である【D栽培の計画と実践】を軸に
して，関連する知識・技術である【A栽培の基礎
知識】【B作物の管理技術】及び【C栽培環境の管
理技術】を配置している。
【A栽培の基礎知識】は，栽培の学習活動を管
理・調整する【B作物の管理技術】と【C栽培環
境の管理技術】の前提となる知識として位置づけ
ることができる。また，栽培・ものづくりの実質
的活動である【D栽培の計画と実践】に対する根
拠となる知識として位置づけることができる。

その中でも，『A-１作物の知識』は，『B-１作物
の繁殖を管理する技術』や『B-２作物の生長を管
理する技術』と関わりを持っていると考えた。ま
た，『A-２栽培と環境や社会に関する知識』は，
『C-１土壌を管理・調整する技術』『C-２生物環境を
整え作物を保護する技術』及び『C-３気象環境を
管理・調整する技術』との関連が強いと捉えた。
次に，【B作物の管理技術】と【C栽培環境の管
理技術】は相互に関連しており，繁殖や育成の状
況・計画に沿って土壌や環境を管理・調整する関
連性を示した。さらに，これらの知識・技術は，
栽培の計画を立案するための具体的な検討事項と
なるため，『D-１栽培の計画』との関連性を有す
るようにした。また，栽培を実践する中で生物の
育成状況を適切に判断して，環境を管理・調整す
るための検討事項であり，『D-２栽培の実践』と
も関連性を示すようにした。
さらに，これらの知識・技術を適用して行われ
る【D栽培の計画と実践】では，『D-１栽培の計
画』と『D-２栽培の実践』が循環性をもって実施
されることを意図した関連づけをしている。この
ことは，【D栽培の計画と実践】の学習活動を振
り返って反省するとともに，活用した【A栽培の
基礎知識】【B作物の管理技術】及び【C栽培環境
の管理技術】に含まれる知識・技術を評価して，
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次回のものづくりに結びつける学習活動を想定し
ている。

3.2 構造図に基づく学習指導過程の検討

栽培の知識・技術の構造に基づいて，学習指導
過程を構想することを試みる。これに併せて，検
定済教科書が構想する授業展開について検討する。
中学校技術科で用いられる検定済教科書 15）16）

の構成について検討するために，栽培に該当する
記述内容を，体系化した中分類の知識・技術と対
応させた。この分析は，筆者２名の協議に基づい
て行い，教科書に記述される参考や発展，学習の
まとめなどは分類の対象外として扱った。尚，対
象とした検定済教科書は，平成 10年度改訂の学
習指導要領に準拠しており，栽培に関する記述は
「A技術とものづくり」におけるF作物の栽培に
対応している。
構造化した栽培の知識・技術の構成に基づいて
学習指導過程を検討すると，以下のような２例が
考えられる。
ひとつは，【A栽培の基礎知識】の学習を踏ま

えた上で『D-１栽培の計画』を行い，計画・予定
を達成するために，【B作物の管理技術】や【C栽
培環境の管理技術】を遂行・学習し，『D-２栽培
の実践』を行う展開である。
この展開では，【A栽培の基礎知識】の学習過
程において，学習題材となる作物の特性や，気候
などの環境を検討し，綿密な栽培計画を立てるこ
とが重要になる。さらに，栽培の実践過程では，
栽培の計画に基づいて，育成環境などを整え調整
する知識・技術を遂行していく必要がある。例え

ば，ダイズ・エダマメの栽培においては，品種な
どに応じた収穫量や時期を指針として立案した栽
培の計画に基づいて，たねまき，間引き，土寄せ
及び追肥などの知識・技術を適用していく学習活
動が計画できる。この展開では，栽培の計画を充
実させることが，栽培の実践場面において知識・
技術の活用を促す鍵になることが予想される。
この展開は，表３に示すT社の教科書の学習内

容構成と類似しているように思われる。T社の教
科書では，「①作物の育成を調べよう」と「②育
成の様子と栽培技術の基本を知ろう」において，
【A栽培の基礎知識】に関する内容を重点的に学
習する構成になっている。その後，〈栽培の基本
的な技術〉において，【B作物の管理技術】や【C

栽培環境の管理技術】の内容を意識させ，【D栽
培の計画と実践】に備えるようになっている。実
習例に示される全ての作物に対しては，『B-２作
物の生長を管理する技術』『C-１土壌を管理・調
整する技術』及び『C-３気象環境を管理・調整す
る技術』の学習内容を例示しており，栽培の実践
における知識・技術を並列的に意識できる構成に
なっている。
これらのことから，この学習展開は，授業者が
栽培する作物を指定し，学習者がその作物の栽培
を計画・実践する授業に適していると思われる。
栽培の計画・実践や，その過程で知識・技術を適
用する基盤となる【A栽培の基礎知識】を重点的
に学習することが可能であり，学習題材となる作
物の特性に沿って栽培の計画を立案することがで
きる。さらに，作物の特性と栽培の計画に則り，
順序立てした【B作物の管理技術】や【C栽培環
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表３　T社の検定済教科書における学習内容構成 
 

①作物の育成を調べよう 
　育てる作物を考えよう 
②育成の様子と栽培技術の基本を知ろう 
 
 
③栽培計画を立てよう 
④健康な作物を育てよう 
実習例　野菜を育てよう　ナスの栽培 
実習例　野菜を育てよう　ホウレンソウ，ラディッシュのプランター栽培 
実習例　実りの秋を楽しもう 
実習例　生活に草花を活かそう 
 
 

〈作物の育成と栽培〉 
 
〈育成の様子と栽培技術〉 
〈育成の規則性と作業の適期〉 
〈栽培の基本的な技術〉 
 

○ 
 
○
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境の管理技術】を学習することができ，知識・技
術の定着・習得が期待できる。
もうひとつの指導過程例は，【D栽培の計画と
実践】を進めていく過程での作物の特性や状況に
応じて，栽培の知識・技術である【A栽培の基礎
知識】【B作物の管理技術】及び【C栽培環境の管
理技術】を学習する展開である。
この展開では，栽培の計画・実践のプロセスに
おいて『A-１作物の知識』を基盤とした【B作物
の管理技術】を学習する。また，『A-２栽培と環
境や社会に関する知識』をベースとした【C栽培
環境の管理技術】を学習する。『D-２栽培の実践』
では，育成の過程における作物の観察や気づきを
契機として，適切な知識・技術を適用する学習が
重要になる。すなわち，観察の動機となる栽培の
学習への関心・意欲・態度や，思考・判断して知
識・技術を活用する学習活動が重要視される。
この学習展開は，表４に示すK社の教科書にお

ける学習内容構成と似通っているように捉えられ
る。K社の教科書では，「１栽培の見通し」にお
いて，『A-２栽培と環境や社会に関する知識』と
【C栽培環境の管理技術】を関連させて学習する
構成を採用している。「２栽培の基礎」では，【B

作物の管理技術】や【C栽培環境の管理技術】を
関連づけて栽培の計画を立案するようになってい
る。『D-２栽培の実践』に関わる実習例として５
つの作物が提示されているが，そこで示される
【B作物の管理技術】や【C栽培環境の管理技術】
の内容は作物ごとに異なっており，作物の特性に
応じた知識・技術を学習することを目指している

ように思われる。
そのためこの学習展開は，学習者が各自で栽培
する作物を設定する授業に適しているのではない
かと思われる。この場合には，栽培の目標・計画
と作物の状況を参照して，適切な知識・技術の活
用について検討・工夫する学習活動を意図するこ
とができ，実践的な態度の涵養にも貢献できるの
ではないかと思われる。また，栽培の目標を意識
することや，作物の状態を観察・記録するなど，
意欲的な学習活動が期待できるのではないかと考
えられる。

４．おわりに
本稿では，中学校技術科において必修の領域と
して設定された「生物育成に関する技術」に含ま
れる栽培の知識・技術を体系的に整理し，学習指
導に関する検討を行った。
技術科での栽培の学習は，選択の領域・学習項
目として長期間において扱われていた。そのため，
教材や学習指導法などの蓄積が行われておらず，
授業の準備・展開・管理が円滑・適切に実施でき
ないのではないか，と不安視されている。こうし
た状況の中で，生物育成における栽培の学習指導
を，作物の育成の活動・経験だけに偏って行うの
ではなく，育成のプロセスで利活用される知識・
技術を意識した授業展開を構成することは重要で
ある。
そのため，日本産業技術教育学会の示す技術科
教員養成の修得基準を用いて，栽培の知識・技術
を体系化した。その結果，４の大分類，９の中分
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表４　K社の検定済教科書における学習内容構成 
 

１栽培の見通し 
 
 
２栽培の基礎 
 
 
 
 
３作物の栽培 
 
 
 
 
４栽培と生活　　栽培を生活に生かしていこう 

①育てる場所をくふうしよう     
②地域の環境に目を向けた栽培をしよう 
③栽培する作物を決めよう  
①作物がよく育つ環境を調べよう 
②栽培に適した土づくりをしよう 
③よい苗を育てて植えつけよう 
④日常の手入れをしよう 
⑤栽培をくふうしていこう 
①エダマメ（ダイズ） 
②スイカ 
③イネ（バケツ栽培） 
④トマト 
⑤秋ギク 
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類，18の小分類を示し，学習活動や学習指導にお
いて把握する必要のある栽培の知識・技術を整理
できた。
また，中分類として示した『A-１作物の知識』

『A-２栽培と環境や社会に関する知識』『B-１作物
の繁殖を管理する技術』『B-２作物の生長を管理す
る技術』『C-１土壌を管理・調整する技術』『C-２
生物環境を整え作物を保護する技術』『C-３気象環
境を管理・調整する技術』『D-１栽培の計画』及び
『D-２栽培の実践』の構造を検討することで，栽培
の学習における学習指導過程について検討した。
その結果，２つの学習展開が構想され，検定済
教科書の構成と比較・対比を行うことができた。
そのひとつは，『A-１作物の知識』『A-２栽培と環
境や社会に関する知識』を重要視して『D-１栽培
の計画』を立案させ，他の知識・技術を適用して
いく学習展開である。もうひとつは，『D-１栽培
の計画』や『D-２栽培の実践』の過程で，『B-１
作物の繁殖を管理する技術』や『C-１土壌を管
理・調整する技術』などの各種知識・技術を関連
させて学習する展開である。
体系化した栽培の知識・技術は，学習題材とな
る作物を技術的な観点から分析する指針となるこ
とが予想され，技術科の学習指導を行うにあたっ
ての有益な参考資料となることが期待できる。今
後は，この体系に示される知識・技術に沿った教
材や学習材などを具体的に構成・開発すること
や，ひとつの作物を育成する過程における指導展
開に応用することが課題として考えられる。
尚，今回の体系化にあたっては，指導項目とし
て技術科教員養成の修得基準をそのままあてはめ
たが，今後栽培の教育実践を推進する中で，知
識・技術の体系とともにさらに検討を加え，修
正・洗練する必要がある。そしてそれらが教科書
編集や指導計画の立案にも反映され，より適切な
栽培の指導，ひいては「生物育成に関する技術」
の指導が実現することが望まれる。
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中学校技術科における栽培の知識・技術の体系化と学習指導過程の検討

付録　日本産業技術教育学会の修得基準 

１．作物の種類と体のしくみ 
・遺伝子組み換え作物 
・種子繁殖と栄養繁殖 
・品種 

２．作物の育成と環境条件 
・栄養成長と生殖成長 
・開花と結実 
・花芽の形成（分化） 
・環境制御と施設栽培 
・光合成・蒸散 
・休眠 
・栽培環境 
・短日植物・中性植物・長日植物 
・適温 
・バイオテクノロジー 

３．作物の健康管理と病害虫 
・害虫防除 
・生物農薬と天敵 
・堆肥（化） 
・土壌 
・土壌の酸度 
・培養土 
・病気 

４．栽培技術の基本 
・移植・定植（植え付） 
・切り戻し 
・栽培技術 
・栽培方法 
・さし芽 
・雑草とその防除（除草） 
・直まき 
・支柱立てと誘引 
・収穫 
・整枝と剪定 
・施肥 
・たねまき 
・土寄せと中耕 
・摘芽・摘芯 
・苗作り（育苗） 
・鉢上げ，鉢替え 
・間引き 
・水やり（灌水） 
・輪作 

５．栽培の計画と実践 
・栽培記録 
・栽培計画表 
・栽培ごよみ 

６．栽培と環境保全 
・環境を大切にした栽培（環境保全型農業） 
・栽培地のもつ自然環境の保全機能 
・循環型社会 
・物質循環 

栽培習得基準 




